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180 年(明 13 )
1905 年(明 38)
1917 年(大 6 ) 
1923 年(大 12)
1928 年(昭 3 ) 




















「専修商学論集」創刊 (840 .1 2月)
ト 附 凹
※専修大学の新バッジ制定(公募に より 商学部学
生による図案採用)
昭和40 年代の生田校舎
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1966年(昭41)
1967年(昭42)
1968年(昭43)
1969年(昭44)
1970年(昭45)
1974年(昭49)
1975年(昭50)
1977年(昭52)
1979年(昭54)
1981年(昭56)
1982年(昭57)
1984年(昭59)
1985年(昭60)
1987年(昭62)
1989年(平1)
1990年(平2)
1991年(平3)
1992年(平4)
4号館･生田会館竣工
※戦後のベビーブームを反映して受験生急増
商学部長　吉川義弘(S42-44)
商学部会計学科設置
商学部長　沢田武(S44-S52)
※5月　日本商品学会全国大会,尊大生田校舎に
て開催
※大阪で万国博覧会開催
神田･高層校舎竣工
※日本商業学会第24全国大会　神田校舎にて開催
大学院･商学研究科修士課程設置
※S50年入試にて,商業学科の志願者数が倍増
(9850人)
大学院･商学研究科博士課程設置
商学部長　石渡績(S52-54)
商学部長　笹井昭孝(S54-H2)
※専修大学創立100周年記念式典挙行
※生田　新1号館竣工
商業学科で一般推薦入試制度導入
会計学科で一般推薦入試制度導入
商学部で情報処理科目を展開
公募制推薦入学制度導入
生田･ 7号館竣工
※専修大学の志願者数　全国で11位に
商学部長　小棒康人(H2-5)
生田･ 8号館竣工
※18歳人口が205万人とピークを迎える｡大学受
1993年(平5)
1995年(平7)
1996年(平8)
1997年(平9)
1999年(平11)
2000年(平12)
2001年(平13)
2002年(平14)
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験者数も過去最大
商学部長期構想委員会報告書｢新しい商学部の教育
方針と新学科体系｣
(2セメスター制の導入などを提言)
※この年から私大入試の志願者の減少がはじまる
商学部長　殿村晋- (H5-9)
新教育課程スタート(大学設置基準大綱化による教
養科目等の改革)
自由選択要件単位の導入など｡商学部では履修登録
単位数の上限を設定
※阪神淡路大震災
二部教育課程改正
(3学部間の相互乗入れ･自由選択要件単位の大幅
な拡大)
商学部長　小島崇弘(H9-ll)
自己点検･自己評価報告書｢専修大学の現状と課題
`97｣公刊
生田9号館(120年記念館)竣工
商学部長　松原成美(Hll-13)
商学部専門科目のセメスター制導入
商業学科に3コース制(マーケテイング,金融･証
券･保険,産業システム)
商学部長　大西勝明(H13-17)
大学院商学研究科商学専攻ビジネスコース(修士課
程)を夜間開講(神田)
自己点検･自己評価報告書｢専修大学の現状と課題
`02｣公刊
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2004年(乎16)
2005年(平17)
2006年(平18)
商業学科の金融･証券･保険コースをファイナンス
コースに改称
※4月　国立大学の法人化
商学部長　川村晃正(H17-)
10月　商学部40周年記念講演会開催
商業学科をマーケテイング学科に名称変更(平成18
年度入学生より適用)
